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交通網の課題

現状維持困難

利用者減

収入減

自治体負担増運行形態見直し

利便性低下

悪循環

■生産空間に住み続けられる地域ニーズ
・多様で利便性の高い域内公共網があれば
・もっと帯広市や空港へのアクセス性がよければ
・乗り換え容易なシームレスであれば
・もっと便利な環境が整えば（待合、ＭａａＳ）

■実現が困難な理由
・財源がない
・ニーズを把握できていない
・新たな策がうまくいくか見通せない（確実性がない）
・自治体単独で行うには限界がある
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財源の課題

必要
経費

運賃
収入

国・道
補助金

沿線
自治体
負担

運賃
収入

国・道
補助金

利用者が
減ると・・

沿線
自治体
負担

・利用者減による
運賃収入減
・沿線自治体負担増

運賃
収入

沿線
自治体
負担

更に利用者が
減ると・・

・利用者減による
補助金対象外
・沿線自治体負担増
・路線維持困難、撤退

・ＭａａＳ導入による
利用環境改善
・路線見直しによる
需要の掘り起こし
・利便性向上による運賃
収入増

必要
経費

運賃
収入

国・道
補助金

沿線
自治体
負担

運賃
収入

国・道
補助金

沿線
自治体
負担

必要
経費

・ルートや便数の見直し等
によるコスト縮減
・自動運転サービス等
導入による経費の削減
・ただし負のスパイラル
脱却にはならない

「経費削減策」か「運賃収入増加策」

そうならない
ための改善策は・・

現状
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